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開  会 午前１０時００分 

（介護保険係長）それでは、定刻となりましたので始めさせていただければ

と思います。 

 開会に当たりまして、事務局より２点事務連絡をさせていただきます。１

点目、会議録の作成につきまして、事務局によるＩＣレコーダーの録音方式

となっておりますので、お手数ですが、御自身のお名前を先におっしゃって

から御発言をお願いいたします。２点目、事務局の職員体制に一部変更がご

ざいましたので、御紹介させていただければと思います。 

 ４月に猿渡主任が異動となりまして、新しく山下主任が配属となりました

ので、山下より一言挨拶させていただければと思います。 

（介護保険係主任）皆さん、おはようございます。この４月に介護福祉課に

参りました山下といいます。前の部署はごみ対策課のほうにいまして、福祉

部門が初めてで来たので、まだ勉強の途中ではございますが、今後ともよろ

しくお願いいたします。 

（介護保険係長）よろしくお願いいたします。事務連絡は以上となります。 

 それでは、酒井委員、よろしくお願いいたします。 

（酒井委員長）おはようございます。何人かの方は、先週、同じ場所で同じ

時間に介護保険の計画のほうの第１回をやったんですけれども、今日は地域

密着型のことについての委員会を始めたいと思います。 

 それでは、ただいまより小金井市介護保険運営協議会、令和７年度第１回

地域密着型サービスの運営に関する専門委員会を開催いたします。それでは、

初めに事務局より資料説明等お願いいたします。 

（介護保険係長）介護保険係長です。本日の資料は次第に記載しましたとお

り、事前に送付させていただきました資料１－１から資料３までの４点とな

っております。お手元に御不足ございましたらお申しつけください。 

 以上となります。 

（酒井委員長）今日は、今、委員の柏瀬さんがまだ御不在ですけれども、一

応出席される予定だということですね。ということで、全員で始めたいと思

います。 

 それでは、会議録の確認。 

（介護保険係長）会議録の確認になります。２月に開催したのち、メールを
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皆様に送らせていただいております。 

（酒井委員長）見ておられますかね。特に修正等はないですかね。じゃ、そ

れで確定ということでお願いします。 

（介護保険係長）ありがとうございます。 

（酒井委員長）では、議事録については、確定をさせてもらうと。 

 それでは、議題のまず１番です。総合事業に係る事業所の指定についてと

いうことで、これは報告になりますが、こちら、事務局のほうからお願いい

たします。 

（介護保険係長）介護保険係長です。それでは、総合事業に係る指定事業所

の指定について御報告いたします。 

 資料１－１、資料１－２を御覧ください。資料１－１は総合事業の訪問型

サービス、資料１－２は通所型サービスを実施する事業所の一覧になってお

ります。 

 本市の総合事業は、要支援１または要支援２の認定を受けた方、もしくは

基本チェックリストの実施によってサービスが必要と認められた事業対象

者が利用できるものとなっております。この中でも、訪問介護及び通所介護

についてそれぞれ表の右上にありますとおり、現行相当サービスと市基準サ

ービスに分かれておりまして、このうち現行相当サービスは以前の制度の介

護予防の訪問介護や通所介護と同水準のサービス内容となっており、一方で、

市基準サービスは現行相当サービスよりも緩和した市独自基準のサービス

内容となっております。 

 総合事業に係る事業所の指定につきましては、市が指定を行っておりまし

て、令和７年８月１日現在の最新の指定状況が資料１－１及び資料１－２の

とおりとなっております。 

 資料１－１の訪問介護の事業所のうち市内事業所の数は、市基準サービス

が１５か所、現行相当サービスが１８か所となっております。また、めくっ

ていただきまして、資料１－２の通所介護の事業所のうち市内事業所の数は、

市基準サービスが２２か所、現行相当サービスが２３か所となっており、前

回報告しました令和７年２月１日時点の状況から大きく増減はございませ

んが、以上の内容で報告とさせていただきます。 

 以上となります。 
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（酒井委員長）ありがとうございます。総合事業で展開する事業所の関係で

すけれども、特に大きな変更はないということで、２月でしたっけ、前回の

委員会は。 

（介護保険係長）はい。前回、２月と比べまして、数はそこまで変わりませ

ん。 

（酒井委員長）訪問型があれですよね、１か所増えているんですね。 

（介護保険係長）大きく増減はないとはいっても、増えたところもございま

して、酒井委員長が今おっしゃられたとおり、資料１－１の訪問型サービス

のところでは、左側にある番号で言うと６番、圏域で言うと「きた」のとこ

ろの６番で株式会社アンビス、事業所名、医心館訪問介護ステーション東小

金井というところが、４月１日で新しく加わったところとなっております。

こちらは同様に、訪問型サービスだけではなくて、訪問介護のほうも実施さ

れております。別途、東京都から指定を受けているという状況でございます。 

（酒井委員長）あと、通所型も１か所増えた。いや、増えていないか。 

（介護保険係長）そうですね、変わりがないという状況ですね。 

（酒井委員長）分かりました。これは、一応、報告事項ということですので、

確認ということでよろしいですか。 

 それでは、２番目の案件です。市外地域密着型サービス事業の指定という

ことで、資料２のほうをよろしくお願いいたします。じゃ、事務局のほうか

ら。 

（介護保険係長）介護保険係長です。それでは、議題（２）市外の地域密着

型サービス事業所の指定について報告いたします。 

 資料２を御覧ください。地域密着型サービスについては、小金井市民が他

市の事業所を利用する場合、小金井市の指定が必要となります。また、介護

保険法の規定によりまして地域密着型サービスの指定有効期間は６年とな

っております。 

 指定更新を行った事業所について御報告いたします。地域密着型通所介護

が１事業所となっております。資料は１ページから２ページ目になっており

ます。指定更新に当たりまして、いずれも申請書類の書面審査を行いました

が、人員基準等の問題はなく、運営状況についても、大きな事故や目立った

苦情等の報告は来ていないことを当該自治体のほうにも確認しておるとこ
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ろです。 

 説明は以上となります。 

（酒井委員長）ありがとうございます。これは三鷹市の井口、小金井市のす

ぐ近くですね、東隣ですけれども。皆様のほうから何か御質問、御意見等ご

ざいますでしょうかね。一応、三鷹市のほうでは、もう指定をしているとい

うことでございますので。 

 ここはリハビリを専門にやっていて、午前と午後で二部制といいますかね。

そういう形でそれぞれ定員１０人でやっていらっしゃるということで、ＣＧ

Ｔと言うんですか、包括的高齢者運動トレーニングというものを取り入れて

いるという。電話でどんなことをやっているのか聞いてみたんですけれども、

常時、理学療法士、ＰＴの常駐はされているということをおっしゃっていま

したね。そういう意味では、雰囲気的にはきちっとやっていらっしゃるステ

ーションというイメージでございましたけれども、主には多摩地区で三鷹と

か武蔵野とかでやっているみたいですね。 

 じゃ、この２番目の案件については、よろしいでしょうか。ありがとうご

ざいます。 

 続きましては、市内の地域密着型事業所の指定ということで、資料３の関

係でございます。じゃ、事務局、よろしくお願いいたします。 

（介護保険係長）それでは、議題（３）市内地域密着型サービス事業所の指

定について、資料３を御覧ください。まず、指定更新を行った事業所につい

て御報告いたします。 

 １つ目の事業所は、こころデイサービス武蔵小金井で、ページは１ページ、

２ページになっております。サービス種別は地域密着型通所介護で、利用定

員は１０人となっております。指定更新に当たりまして、事業所の指導検査

を実施しましたが、軽微な指摘事項がございましたが、改善報告書も御提出

いただきまして、その結果、今後適正な運営が継続できると判断し、指定更

新の手続を行ったところです。 

 ２つ目の事業所は、グループホームのがわで、ページは３ページ、４ペー

ジになっております。サービス種別は認知症対応型共同生活介護で、利用定

員は１８人となっております。指定更新に当たりまして、事業所の指導検査

をこちらも実施したところですが、こちらも軽微な指摘事項がございました
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が、改善報告も御提出いただきまして、今後適正な運営が継続できると判断

し、指定更新の手続を行ったところになります。 

 続きまして、新規指定を行う事業所についてになります。こちらについて

は協議事項となっておりますので、新規指定の御承認をいただきたく、御審

議のほうをお願いしたいと思っております。対象は地域密着型通所介護で、

１事業所となっております。施設名は、エイジレス介護センターで、ページ

は５ページから１２ページになります。サービス種別は地域密着型通所介護

で、開設日は令和７年４月１日、所在地は小金井市貫井北町３丁目、利用定

員は１８人となっております。 

 本来、指定更新に当たりましては、本委員会で事前承認が必要となります

が、この後御説明いたします事情によりまして、事前にお諮りする時期がご

ざいませんでしたため、３月に酒井委員長に事前に本件を報告しまして、本

委員会には事後報告を行い、事後承認ということで得ることとさせていただ

いたものとなっております。 

 それでは、経過について御説明いたします。 

 本事業所は、もともと定員２８人の通所介護、東京都の指定になります。

こちらの事業を平成１７年から実施しておりましたが、事業所の老朽化に伴

う建て替えのため、隣接した土地に定員２０人規模の代替の事業所を建設す

ることといたしました。それによって、４月から代替施設で通所介護を継続

する予定でありましたが、建設した代替施設が、通所介護として求められる

定員１９人以上の必要面積の確保ができないことが東京都の検査によって

判明し、そのため一時的に定員１８人の地域密着型通所介護へ移行したもの

となっております。 

 なお、当該事業所の通所介護の利用者は２０人未満でしたため、地域密着

型通所介護のほうに移行した後も日々の利用数では定員以下となりまして、

利用者は継続してサービスを利用できております。建て替え完了が令和８年

１月を目指しておりまして、そこで再度、東京都指定の通所介護事業所とし

て指定を受ける予定となっております。 

 以上が経過となります。 

 今回の地域密着型通所介護として市が指定するに際しまして、３月に指定

申請書類の審査及び現地確認のほうも行いましたが、特段大きな問題はなく、
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人員基準、設備基準を満たしていることを確認しております。また、事業所

の運営主体であります有限会社エイジレス・ライフについては、これまで通

所介護事業所等運営しておりますが、運営上、特段問題はなく、目立った苦

情も来ていない状況となっております。 

 説明は以上となります。 

（酒井委員長）ありがとうございます。それでは、ちょっと、じゃ、２つに

分けて、指定更新のほうと、今のエイジレス介護センターの新規指定とで分

けて議論したいと思います。 

 まず、確認事項としての指定更新のほう、こころデイサービス武蔵小金井

とグループホームのがわ、この２事業所に関してはいかがでしょうか。これ

もデイサービス等なんですが、定員１０人で何かお泊り事業もやっていらっ

しゃるということですよね。それで、これもちょっと電話でいろいろ聞いた

んですけど、本当に５名受け入れているスタッフの形で、あと費用面ですね、

介護保険外サービスに多分なるだろうと思いましたので、そうしたらば、５

名については、やっぱり職員の体制の問題があるけれども、この中に常時５

名いらっしゃるわけじゃないので、要請があれば対応するということと、あ

と、お金に関しては２,０００円と言っていました。前は１,５００円で、今

は１泊２,０００円で対応していますと。介護保険外サービスで２,０００円、

実費２,０００円で１泊というのは普通に考えると安いですよね。介護保険

のショートステイでやって、自己負担が大体１,０００円ちょっとぐらいか

な、そういうふうに考えると非常に安いんですけれども、採算成り立つんで

すかみたいな話もしましたけど、頑張っていらっしゃるということですね。 

 ただ、やはり基本は多くの人がショートステイを使われたりはしているよ

うですけど、やっぱり通所しているところでやってくれるならばという安心

感があるようですから、一定の利用者数はあるそうです。そんな形でござい

ました。 

 では、この指定更新のほうはどうでしょうか、皆様のほうから、ほかには

いいですか。それでは、これは確認をしたということにしたいと思います。 

 それでは、今、事務局のほうから説明がありました新規指定のエイジレス

介護センター、ちょっとこちらのほうについてやりたいと思います。先ほど

も何か報告があったように、建て替えに関する特殊事情で、こういう形で、
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今回新規の指定申請があったということですので、同じ事業所関係の方って

何かありますか。鈴木さん。 

（鈴木委員）鈴木です。今回、地域密着型新規申請の受付ということで、あ

れなんですが、根本的には、今新規の地域密着型通所介護の事業所というの

は、例えば、事業を開始したいといった場合に、市のスタンスとしては、受

入れをしている状況ですか。 

（介護保険係長）介護保険係長です。地域密着型通所介護については、新し

く指定に当たっての制限というものは、現状設けてはございません。 

（鈴木委員）ありがとうございます。 

（酒井委員長）そうすると申請があって、要件を満たせば、そこへ、例えば

市内のあれですよね、需要とバランスとかはあまり今のところは考慮しない

で、申請があれば認めているというスタンスですか。 

（介護保険係長）おっしゃるとおりで、現状でいえば、不足しているという

わけでもなく、過剰になっているという状況でもないというところでもある

のかなと思っておりますので、そういった意味では制限をかけていないとい

うところではあります。 

（酒井委員長）今のところ小金井では、通所系の事業所で事業が成り立たな

くて畳んじゃったとか、そういうデータはそんなにはないの。 

通所系の事業で、例えば定員になかなか満たなくて、事業が成り立たない

とか、経営が苦しいとか、そういうのでちょっと困惑されているとか、だか

ら事業をやめちゃったとか、そういう事業所というのは、そんなに目立つほ

どではない状況ですか。 

（介護保険係長）介護保険係長です。各通所介護事業所の稼働状況は、事業

所によって稼働状況は異なるのですが、目立ってすごい少ないというところ

があるわけではないかなというふうには認識しております。 

（酒井委員長）そうすると、先ほど鈴木委員さんがおっしゃったように、い

ずれはその辺は、指定権限が市にありますので、その辺の需給バランスとか、

将来見通し含めて、多角的に検討しながら判断していくと、そういうのが、

意見を言うのはここで、委員会ですので、そういうところでもそういうスタ

ンスがいずれは求められてくるということですかね。 

 どうぞ、加藤委員。 
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（加藤委員）加藤です。今の意見につながるのですけど、利用者の方からす

ると、選択肢があるというのはありがたいことですよね。でも経営から考え

ると、やっぱり市から考えると、そういう調整というのも大切ということで

すかね。 

（酒井委員長）特にやっぱり地域密着型ですので、小金井市民の利便性とか、

または小金井市民にとって必要なサービスといいますかが展開されている

かとか、そういうことも含めて考えていかなきゃいけないんでしょうけどね。 

（加藤委員）よりよいところは、皆さん集中するかもしれないし、やっぱり

サービスを選べるようになると、空いたところがないとどこでも取りあえず

ということがあるかもしれないけれど、選べるというのはいいかなというふ

うに思ったのですけど、そういうのでね、閉鎖しなくちゃいけなくなるのも

ちょっと困るかなと思います。 

（酒井委員長）そうなんです。閉鎖とかになると、事業所も大変だけど、利

用されている方もね。 

（加藤委員）現在の方もということですね。 

（酒井委員長）そう。そこでいろんないい良好な関係ができていたりします

とね。環境が変わるということは結構大変でしょうから。 

 ほかにはいかがでしょうかね。貞包委員。 

（貞包委員）貞包ですけれども、エイジレス介護センターは、何かお聞きす

ると、以前やっておられたみたいな。こういう場合、ここで見ると新規指定

となっていますけれども、何か事業の継続とか、一部変更とか、そういう手

続では、これはできないんですか、こういう場合は。新規になっちゃうんで

すか。 

（酒井委員長）じゃ、これ、事務局のほうから説明を。 

（介護保険係長）介護サービスには、事業の種類が複数ございます。通所介

護においても、東京都が指定する通所介護と呼ばれるものもあれば、地域密

着型通所介護ということで、小金井市民が利用するための地域に密着したも

のという位置づけのサービスがございます。こちらは小金井市が指定するも

のとなっております。このため通所介護で東京都から指定を受けたとしても、

地域密着型通所介護では、小金井市で新規の指定を受ける必要がございます。 

（貞包委員）以前は通所だったんですか。 
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（介護保険係長）はい、以前は通所を。 

（酒井委員長）定員が２８なんですね。１９下回ると地域密着型。 

（貞包委員）カテゴリーがちょっと違いますよね。 

（酒井委員長）そうです、カテゴリーが変わりますね。 

（貞包委員）分かりました。 

（酒井委員長）それで、一応来年の１月、あと半年ぐらいで、多分そうする

と、また新しく指定の申請が出るということですね。 

（介護保険係長）介護保険係長です。その場合、逆に地域密着型通所介護で

はなくなり、通所介護のほうに変わることになります。 

（酒井委員長）通常の通所介護にね。 

 ほかに御質問等ございませんか。よろしいですかね。 

 それでは、これについては、一応、新規指定ということですので、皆さん

から決を採りたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

（酒井委員長）ありがとうございます。じゃ、指定決定でございます。 

 これで、あとはいいの。 

（介護保険係長）本日の議事は以上となります。 

（酒井委員長）少しお時間もありますので、何か介護保険絡みのこととか、

小金井市の福祉の関係のこととか、そういうのが何かあれば、自由濶達に。

柏瀬さん。 

（柏瀬委員）柏瀬です。気になることは、高齢者が通所でしたらいいんです

けど、泊まりを要するようなグループホームさんとかの場合、よくニュース

で、その中で暴力行為を受けたりとか、セクハラがあったとかという記事を

見たり、ニュースがあったりするとどきどきして嫌だなと思うんですけれど

も、やっぱりそこにお勤めになる方の従業員の問題かと思うんですけど、防

ぐために何かできないかなという気がします。市として、何かその点、考え

ていらっしゃいますか。 

（酒井委員長）じゃ、事務局のほうから。主に入所系ですよね。 

（柏瀬委員）はい、入所系。 

（酒井委員長）お泊まりが伴う施設のね。どうですか。 

（介護福祉課長）介護福祉課長です。入所施設の場合、具体的に市のほうか
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ら立ち入るのは、事故があったときとか虐待のおそれがあったといったとき

に保険者として立入検査をさせていただくということはできることになっ

ています。 

 ちなみに入所施設の場合、介護保険のルール上で、いわゆる虐待や身体拘

束に関する委員会の設置とかということが義務づけられておりまして、必ず

東京都でも指定更新の際や指導の際に定期的にきちんとなされているか、従

業員研修がきちんとなされているかということをチェックしています。 

 また、通所施設や訪問介護などにも同じようにそういった研修の義務や、

必要な委員会の設置が義務づけられていますが、地域密着型の場合、私ども

もそういったことがちゃんとなされているかどうかということはチェック

しております。 

 最も大事なのは、事業所で高齢者の権利をきちんと守って、心温まる介護

をしていただくということですが、人と人との関係ですので、定めがあるも

のは、自治体として管理し、そして、私たち保険者が介護事業所の皆様と顔

の見える関係でいて、そこの事業所さんの中で、いい雰囲気で事業が行われ

ているという感触を得るということも大事だと私たちは思っています。一つ

一つやれることを丁寧にとは思っておりますが、お答えになっていれば幸い

でございます。 

（酒井委員長）あと、第三者評価が義務づけもされています。グループホー

ムは、毎年。 

（榎本委員）榎本です。私どもで運営させていただいているのは特別養護老

人ホームなんですけれども、そちらは東京都のほうで毎年、基本的には必須

という形に特養はなっているんですけれども、補助金を東京都のほうでつけ

て、その分を受けてくださいなというような、逆に受けないとその補助金を

もらえないみたいな、そういうシステムが特別養護老人ホームについてはご

ざいます。 

訪問介護とか通所介護なんかについては、各自治体で受審費用が当然かか

るんですけれども、小金井市さんなんかですと、３分の２の助成をしていた

だくというふうなシステムがあって、我々もすごい毎年使わせていただいて

いるんですけれども、すごくありがたくて、そういう形で外部の東京都の研

修というかを受講された方が入られて、確認して、ここは本当にすばらしい
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ですねというふうに言っていただくと、職員もやる気が出るし、ここはもう

少し頑張ったらいいですよみたいなところも御指摘いただいて、それが、な

かなか一般の方の目に触れにくいんですけど、一応、東京都のサイトに出て

いるんですよね。そういったものを御覧になっていただいて、職員のほうに

も、こういうのを受けたから、みんな見てねみたいなことを言ったりとか、

あとは逆に、サービスを利用されたい方もそういうのを御覧いただいて、選

択の一助にしていただくみたいなことが目的とされているんですけど、なか

なかそれが、告知がなかなかし切れていないというのが多分制度的なところ

もあるんでしょうけれども、事業所側でも受けました、ここに載っています

みたいなものをできるだけ発信するようにはしているんですね。 

（加藤委員）何かシール貼ってませんか。 

（榎本委員）あります。受けましたシールみたいなものだったりとか。 

（酒井委員長）そうですね、福祉ナビで目にいたしますけれども。 

（榎本委員）そうですね。やっぱり受けて、それだけにならないように、そ

ういう努力は事業所側も必要でしょうし、足りているかどうかは分からない

ですけど、すごくありがたい試みです。なるべく事業者の手間にならないよ

うにみたいな感じで考えていただいてやっていただいているという認識も

あるかなと、最近は特にそうかなというところもありますけど。 

職員の側というところで言えば、先ほど課長もおっしゃられたように、や

っぱり施設の雰囲気だったりとか、そういったものの醸成ってすごく大切か

なというふうに思って、我々の施設でもやっぱり問題が全くないというわけ

ではないのかなというふうには、自己評価として思っていますけれども、そ

れは多分どちらもそうだろうなと思いますけれども、そこを一個一個、問題

になる前にか、もしくは問題が顕在化するときに潰していくというふうなこ

とをとにかく愚直にやっていくしか多分ないんだろうなと。本当にこれだけ

介護施設が増えますと、いろんなところからマンパワーを獲得しないと事業

そのものが回らないというふうなことはございますので、そこをどういうふ

うに教育していくか、なかなか追いつかない部分もありますけれども、やれ

るところをとにかくやるというところになるのかなというふうに思います

し、何か問題が起きたときは、小金井市の皆様と本当に顔の見える関係と先

ほどおっしゃいましたけれども、やはり何かあったときに、御相談、御報告
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ができる、市のほうからもこういうふうにしてほしいんだよというふうなと

ころをおっしゃっていただけるような、市民の方に安心して使っていただけ

るような、そういうサービスが１００％できているかというのは分からない

ですけれども、これからもそういうことができたらいいなというふうには思

っていますね。 

（酒井委員長）あれですか、高齢者のそういう入所系を中心にした介護事業

に関しては、虐待防止委員会というのは設置は義務ですよね。 

（榎本委員）そうです。 

（酒井委員長）これ、障害者のほうもね。防止委員会というのを開いて、き

っちりちゃんとチェックするというのは、義務づけされているんですね。だ

から研修もちゃんとやりなさいということもありますし、あとヒヤリ・ハッ

トじゃないけれども、いろんなそういう問題になりそうなケースについては

チェックするという形で、一応、事業所内部の組織上の関係としては、以前

よりはそういうことが義務づけられて、きちっとはしてきていると思います

ね。それでもというやつですよね。そうなんですよね。人と人との関係だか

ら、なかなか難しいところがあるのかもしれないけど。どうぞ。 

（加藤委員）加藤です。障害の事業所をやっているんですけど、カメラの営

業が最近いっぱい入ってくるんです。以前、すごく高い感じがしたんですけ

ど、今、何か割安であって、何年か使えばその器具差し上げますみたいなの

がいっぱい来ているんですけど、そういうカメラの設置とかは考えたことは

ないですか。 

（榎本委員）榎本なんですけど、施設のほうでは考えてはいるんですけれど

も、やっぱりＷｉ－Ｆｉであったり、そういった設備の設営というところも

あるので、なかなか取組がすぐ実現するという段階ではないんですけど、準

備は整えてきています。 

（加藤委員）ハード面はもちろんなんですけど、そこの利用者さんとか職員

さんとかから御意見とかはどんな、反対とか賛成とかあるのでしょうか。 

（榎本委員）反対、賛成というというよりも、事故が何か起こったときに記

録として残したいというのもあるんですが、どちらかというと抑止効果のほ

うを期待して設置したいというところですね。 

（酒井委員長）ただ、そういうカメラの設置って、多分、賛否両方あるんで
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しょうね。その意味では、法人さんなり事業所さんのポリシーというか、そ

こでそういう機械を積極的に使うのかどうしようかというのは、やっぱり監

視という問題になっちゃうから、その辺の評価が難しいかなと思いますね。 

（加藤委員）抑止力はもちろん、何かあったときに。訴えられたりするじゃ

ないですか、家族の方だったりに。でも、この状況では、やっぱりこうして

止めるしかなかったねとかという、守るためにもなるよというのもあるのか

なというので、でも賛否両論あって難しい。 

（酒井委員長）それは難しい。監視とか見守りという、例えば、僕なんかも

知り合いで、親が遠距離にいて、部屋にカメラをつけていてスマホでチェッ

クができるんです、東京にいる娘がね。それで常時見れる。それはもう親子

だけの完璧なプライベートな空間の問題ですけれども、それが例えば、大き

な事業所でやっていたりすると、そこはいろいろ評価があるのかもしれない

ですね。 

（佐野委員）でも何となく、虐待だけじゃなくてというのはやっぱりマンパ

ワー不足を補うツールでカメラの導入を考えて。 

（酒井委員長）そういうやつだね、見守りをしながらね。それで、余分な経

費、人件費ですよね。 

（佐野委員）そうですね。 

（酒井委員長）少しそういうのがありますね。その辺については、例えば鈴

木委員さんなんかは。 

（鈴木委員）佐野委員の施設と同じなんですけど、いろんなカメラをつける

ことによって、もちろん虐待的な、そういったケアの質を担保するといった

面、あとは今おっしゃったように、人材、カメラをつけることによって本当

に今行くべきか行かないべきか、そういったところによって職員の労力を軽

減する側面、あとは、職員が自分自身を守る、加藤先生がさっきおっしゃっ

ていましたけど、何かあったときに自分自身を守るという側面で、いろんな

側面があるんですが、当法人の施設としては、カメラを設置するというのは

一定の職員も含めて理解はあるところなんですが、大本の施設の老朽化とい

ったところもありまして、一概にカメラだけをつけて、それでいいのかとい

う今問題が出ていますので、今のところ設置するといったところには至って

いないんですが、カメラの有効性というのは、我々も職員の中でも一致した
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必要性というのは認識しているところです。 

（酒井委員長）どうぞ。 

（榎本委員）先ほどおっしゃられた個人でカメラを置きたいんだよという方

は、当施設では今のところお申出いただいている方はないんですけれども、

別に全然、どうぞどうぞという感じですよね。やっぱりツールはあるので、

ベッドのところに御家族が設置されて、御家族が、今幼稚園とか保育園とか

でも見えるところがありますよね。園庭をずっと映していますみたいな、ホ

ームページで見られますみたいなのがあったりするので、それをプライベー

トなところでおやりになられる分には、そこは逆にそういったものがあるほ

うが職員がぴりっとするというところはあるんだろうなというふうに思い

ます。特に入所施設は、どうしてもクローズされた空間になってしまいます

ので、そこをいかにオープンにしていくかというようなことが求められるん

だろうなというふうには思いました。 

（酒井委員長）それはやっぱり特別養護老人ホームの個室だからできちゃう

みたいな、多床室だったら。 

（榎本委員）ベッド周りぐらいが映る分にはいいですけど、ほかの方のとこ

ろが映っちゃうとなると、なかなか、ちょっとそこまで想定したことなかっ

たんですけれども、そうですね。だから、本当にベッド周りを御覧になられ

たいときに見ていただくという形であれば、当施設では御希望があれば、特

にお断りするということはないだろうなというふうに思いますけれども、個

人でずっと、例えば食堂を見たいですという方がいらっしゃったときに、面

会に来ていただく分にはそれはもう全然構わず、そのデータをずっと持って

おきたいみたいな話になるとちょっと話が変わってきちゃうかなという気

はします。すごく難しいところではありますね、確かに。御利用者さんが１

００名様からいらっしゃるので、そこのプライベートを、プライバシーの保

持をどうするかというところは難しいところではありますね。 

（貞包委員）そういう場合には、一斉に個人の部屋に機械的にだーっとつけ

ますよといった場合に、法律上の問題というものはあまり出てこないんです

よね。そもそもそんなこといいのかな。 

（榎本委員）こちらで安全のためにつけますというところで、何か駄目です

というふうになるものというのは、あまりないのかなというふうには思いま
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す。 

（酒井委員長）あとはやっぱり了解を取るぐらいでしょうかね。 

（貞包委員）いや、誰かが私は嫌だといって裁判を起こしたときに、いやい

やとそういう話なんですが。 

（榎本委員）そうですね、ちょっと、今、事例として、勉強不足で申し訳な

いですけど、そういったものがあるという話は今のところ聞いたことないで

すけれども、施設側がということであるとやっぱりすごくセンシティブな問

題になるんだろうなと。逆に新しい施設さんなんかでは、もうこうなってい

ますみたいな形でやっておられるところがほぼほぼかなという気はします

ね。もちろん利用者さんと御家族が自分のエリア、プライベートのエリアを

つけたいというところについては、もうそれはもう御自由にというふうに思

いますし。 

（貞包委員）そうですね、恐らく。一斉に何か誰かがということになるとや

っぱり気になる人いますよね、恐らくね。 

（榎本委員）そうですね。本当に入所施設のその辺が難しさなのかもしれな

いですね。 

（貞包委員）誰が見ているか分からない。 

（榎本委員）そうですね、本当にこういうことにしか画像データは使いませ

んよみたいな形で御理解いただくということになるんでしょうかね。 

 私どもの施設でもＷｉ－Ｆｉの話がありましたけれども、何年か前にＷｉ

－Ｆｉを全部つけて、ベッドの上での御様子を見守ることができるシステム

みたいなものを入れたんですね。要するに横になっていらっしゃって、脈拍

だったりとか、呼吸だったりとかそういったものがスタッフルームで分かる

ような形になっているんですけど、そのときに、画像はどうしましょうみた

いな話が業者さんからあったんですよね。そのときは、検討の結果、画像は

つけないという形にしたのは、我々のスタンスとしては、やはり御利用者様

のところを監視みたいなことになってしまうのが、そのときにいた職員、ま

た、もちろん施設の方針としては、それはそのタイミングではやらないと、

こういうふうなことでありました。ちょっと今、検討の俎上に上がったらど

うなるかなというのは正直何とも言えないところではありますけれどもね。 

 新しい施設さんなんかはもう割かしついていらっしゃるようなところが
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多かろうなというふうに思います。あと、よくあるパターンとして聞くのは、

カメラが全部じゃなくて、何か取り外しができて、ちょっと転倒してしまわ

れそうな心配な方がベッドから立ち上がりました、すぐ行かないと駄目です

という方がやっぱりいらっしゃるんですよね。全部はなかなか防げないと思

いますけれども、そういった方についてのみ付け替えるみたいなやり方が利

くというような、やり方がおありになるような施設さんがおありになるとい

うふうなことは、情報としては聞いたことがありますけれども、いろんない

い機材は本当に増えてきていると思うので、それをどのように現場側が導入

してよいケアに生かしていくのかなというところなんじゃないかなとは思

いますね。 

（酒井委員長）あれですよね、たしか最近はどこかの高齢者施設で同じ部屋

のお年寄り同士の事件がありましたね。そうすると、カメラが入っていれば

事前に防げたか、そういう可能性もあったりしますから、確かにね。 

 プライバシーとそういう可視化、物事いろんなところで可視化していくか

ら、そういう意味では、そういうアレルギーもだんだん減ってはいるんでし

ょうけど。なかなかふだんはちょっと議論できないような、いい話題の提供

をありがとうございました。 

 ほかにはどうでしょうかね。よろしいですかね。 

 時間が早いようですけれども、委員会を終わりたいと思います。事務局さ

んのほうから何か。 

（介護保険係長）次回のこちらの専門委員会の日程について御案内いたしま

す。令和８年２月頃ということで予定しております。詳細は、また決まり次

第、御連絡いたします。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

（酒井委員長）どうもありがとうございました。それでは終わりたいと思い

ます。どうもお疲れさまでございました。 

閉  会 午前１０時４６分 


